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第 406 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『ことばの誕生』〜『どう成長するのか』＆『どう広がっていくのか』〜 

 

2026 年５月 28日 埼玉県川越市の『川越のぞみ教会』での『がん哲学外来@川越のぞみカフェ 11 周年記念シンポ

ジウム 〜 がんになって気づく事 〜』(西岡義行＆西岡まり子牧師夫妻 企画）に赴いた(添付)。【先生の著書

『もしも突然、がんを告知されたとしたら。』(2023 年 東洋経済新報社発行) (添付)から、先生への質問形式で

のインタビューを予定しております。】とのことであった。  

 

【先生が がん細胞と闘う中で、医師と患者の隙間を埋める何かが足りないとして、カフェを立ち上げられたこ

とを改めて『がん細胞から学んだ生き方』などの書籍を感動をもって読みつつ備えております。 さて、チラシ

にある『がんになって気づく事』というテーマですが、そうした気づきに寄り添ってきた先生の『ことばの処方

箋』にまつわる質問を用意しようと考えております。 

その際、それらの『ことばの誕生秘話』、そしてその『不思議な力』、そしてその言葉が『どう成長するのか』、

『どう広がっていくのか』(一人の人に、人生に、お互いに、ヴィリッジに)に焦点を当ててみようと思っており

ます。 それは、ある方には瞬時に慰めや力となり、他の人には最初は、『分かったようでわからない』『謎の

言葉』として頭のどこかに留まり、スルメイカのように『じわじわ味が染み出てくる』、別の人には、のどにつ

っかえるようでいて、飲み込むとその言葉で目がひらかれたり、と様々だからです。 

 

『のぞみカフェ』も 11歳となり、最初は『空っぽの器？』は『謎の言葉』でした。そのうちじわじわと味が染

み出て、やがて『合言葉』となります。 ところが、その難しさに気づかされる時期が訪れ、そして今があるの

ではと思っています。 それは、その器で起きている不思議な時間のゆえだと思っています。『言葉の処方箋』

をめぐる対話を通じて、知らず知らずのうちに背負い込んでいた何かを下ろして涙する方や、ほんの少しの笑顔

でカフェを出ていく方々との不思議な出会いに触れると、『空っぽの器』と言われるカフェがなぜ必要とされて

いるのかに、気付かされるからです。―― 対談を通して先生が普段から考えておられる『伝えたい何』かが伝

えられたらと願っております。】との『心温まる真摯な言葉』を頂いた。 

筆者は、全力尽くして多数の質問に答えた。 講演の後、筆者は３組の個人面談の時が与えれた。 そして、スタ

ッフの皆様と参加者と夕食の時を持った。 大変有意義な、充実した貴重な時となった。 ただただ感謝である。 
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